第１号様式（第４条関係）

補　助　金　等　交　付　申　請　書

令和　　年　　月　　日　

いわき市長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　（　　　）　　　　　　　

	補助年度

令和５年度
	補助金等の名称

いわき市個人住宅優良ストック形成支援事業補助金

	補助事業等の目的及び内容

別紙工事計画書のとおり


	補助事業等の経費所要額①

（消費税相当額を含む）
円　

	
	補助金額　　　

※千円未満の端数は切り捨て

円　

	補助事業等の工期

令和　　　年　　月　　日　着手　　令和　　　年　　月　　日　完了（予定）

	添付書類

１　工事計画書（住宅案内図添付）
２　世帯全員が記載されている住民票

３　市税等納税証明申請書(兼)証明書（18才以上の世帯全員の分）
４　対象となる住宅の建築年月・所有者が確認できる書類（登記簿謄本、最新年度の固定
　資産税・都市計画税の課税明細書の写し等　※いずれか１つ）
５　改良工事の見積書の写し
６　対象工事箇所の施工前の現場写真
※　現場写真は、見積書に記載された全ての補助対象工事の内容が確認できるように撮影・添付して下さい。
７　暴力団員及び社会的非難関係者照会確認同意書


	担当課所見（申請者は記入しないでください。）




工　事　計　画　書

	【工事種別】　裏面の「対象工事一覧」を確認のうえ、該当する工事の番号を全て○で囲んでください。
　 １　必須工事
⑴　バリアフリー工事

⑵　省エネルギー工事

⑶　増築工事　（※既存部分については、上記⑴～⑵いずれかの工事が必須となります。）
⑷　改築工事　（※一部改築の場合は、既存部分について上記⑴～⑵いずれかの工事が必須となります。）
⑸　その他の必須工事

２　必須工事と併せて行う改良工事　（※住宅機能、住環境の維持・向上を目的とした改良工事ですが、上記１のうちいずれかの必須工事を実施しない場合は、対象工事となりません。）

	【工事内容１】 必須工事 できるだけ詳細に記入してください。


	【工事内容2】 必須工事と併せて行う改良工事　できるだけ詳細に記入してください。


	見 積 金 額
	円　　

	市内施工業者
発注予定業者について記入してください。
	住所
	いわき市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                  

	
	氏名又は名称
	

	
	連絡先電話
	（　　　　　）

	非個人住宅部分の有無

※非個人住宅部分（店舗、事務所、賃貸住宅等の部分）がある場合に記入してください。
	建物全体の延床面積  (A) + (B)
	個人住宅部分の延床面積  (A)
	非個人住宅部分の延床面積  (B)

	
	㎡
	㎡
	㎡

	確認事項
※いわき市個人住宅優良ストック
形成支援事業補助金交付要綱
第３条第２項第２号に基づく確認
	今回申請する改良工事を行う住宅に対し、
1 過去に当該補助金の交付を受けていませ
ん。
2 他の類するリフォーム補助金等の交付を受け
ていません。

	　　　　　□
確認したら✔チェック


裏面の「対象工事一覧」をご確認ください。
≪対象工事一覧≫
	工事種別
	要　　　　　件

	１ バリアフリー
工事

	次のいずれかの工事　【※工事内容は、平成19年国土交通省告示第407号一から八までに準ずるものとする。】
１　通路又は出入口を拡幅する工事
２　階段の勾配を緩和する工事
３　浴室を改良する工事
４　便所を改良する工事
５　手すりを取り付ける工事
６　段差を解消する工事
７　出入口の戸を改良する工事

８ 滑りにくい床材料へ取り替える工事

	２ 省エネルギー
工事

	次のいずれかの工事　【※工事内容は、開口部、床、天井、壁について平成11年省エネルギー基準による断熱構造の措置を講ずるものとする。】

１　居室の窓のうち１ヶ所以上の改修工事
２　居室の窓全部の改修工事と併せて行う、次の①～③のいずれかの断熱改修工事
①　床の断熱改修工事
②　天井の断熱改修工事
③　壁の断熱改修工事

	３ 増築工事

	次の１及び２を満たす工事

１　［増築部分］（別棟の住宅用物置（倉庫、車庫を含む）は除く）
住宅金融支援機構監修フラット35S工事仕様書（省エネルギー、又はバリアフリーを選択）で工事したもの　（ただし、当該住宅の設計監理が可能な１級又は２級建築士が証明した場合に限る。）
２　［既存部分］

上記工事種別のうち、「１　バリアフリー工事」、「２　省エネルギー工事」のいずれかの工事

	４ 改築工事

	次の１及び２を満たす工事

１　［改築部分］

住宅金融支援機構監修フラット35S工事仕様書（省エネルギー、又はバリアフリーを選択）で工事したもの　（ただし、当該住宅の設計監理が可能な１級又は２級建築士が証明した場合に限る。）
２　［既存部分］
上記工事種別のうち、「１　バリアフリー工事」、「２　省エネルギー工事」のいずれかの工事

	５　その他の

必須工事
	リフォーム、増築、改築工事において、住宅の構造・下地・仕上げに「いわき産木材」を使用する（仮設材への使用を除く）工事　（ただし、使用する木材がいわき産木材であることが証明できる場合に限る。）

	６ 必須工事と

併せて行う

改良工事
	上記工事種別１～５のうちいずれかの工事と併せて行う次の改良工事

住宅機能又は居住環境の維持・向上を目的とした工事


住宅案内図
	※方位及び目標となる主な道路や建物等も記入してください。



対象工事箇所の現場写真≪施工前≫

	工事内容　
	

	工事種別
	必須　・　改良
	施工箇所
	

	写　真　添　付

実績報告時には、施工中及び施工後の工事箇所を同じ位置から撮影した写真を提出
して下さい。
また、工事施工箇所が３箇所以上ある場合は、この用紙をコピーし、必要部数を

提出してください。


	工事内容　
	

	工事種別
	必須　・　改良
	施工箇所
	

	写　真　添　付

実績報告時には、施工中及び施工後の工事箇所を同じ位置から撮影した写真を提出

して下さい。
また、工事施工箇所が３箇所以上ある場合は、この用紙をコピーし、必要部数を

提出してください。




市　税　等　納　税　証　明　申　請　書　(兼)　証　明　書
令和　　　年　　　月　　　日
いわき市長　　様

住　　所　　　いわき市
　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　証　明　書　の
いわき市個人住宅優良ストック形成支援事業補助金交付申請のため
　　使　用　目　的
上記目的に使用するため、次のことについて証明を請求します。

· 納付すべき税目の納期到来分について納税されている。
　　□ 納付すべき税目のうち、徴収猶予が認められている市税を
証　明　事　項　　　除く納期到来分について納税されている。

　　　　　　　　　　　　（いずれも国民健康保険税を除く）

· 徴収簿に登載なし。

証　明　番　号　　　　　　　　　　　　　　　（令和　　年　　月　　日　現在）
上記のとおり相違ないことを証明する。
　　　　令和　　　年　　　月　　　日
いわき市長
同　意　書

令和　　年　　月　　日
いわき市長　様

申請者

　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は、いわき市暴力団排除条例第２条に規定する暴力団員又は社会的非難関係者でないことを認めます。また、必要がある場合は、いわき市が関係機関に対して、当内容について確認するため、照会することに同意します。

なお、要件に該当しないとき又は記載事項に偽りがあるときは、申請を無効とされ、又は補助の決定を取り消されても異議ありません。

· 社会的非難関係者とは、次に掲げる者をいう。

ア　正当な理由がなく暴力団の活動又は暴力団の活動を助長する活動に参加し、関与し、又は協力した者

イ　暴力団員が役員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第９条第21号ロに規定する役員をいう。）となっている事業者又は暴力団員により実質的にその運営を支配されている事業者

ウ　自己若しくは特定の者の利益を図る目的又は特定の者に損害を与える目的をもって、暴力団の威力を利用した者

エ　法律上の義務としてする場合、事情を知らないでする場合その他の正当な理由がある場合を除き、暴力団又は暴力団員に対して金品その他財産上の利益の供与（結婚式における祝儀又は香典若しくは供花にあっては、社会通念上儀礼の範囲内におけるものを除く。）をした者
※１　工事種別が必須工事の場合、工事計画書«対象工事一覧»の要件を参照し


　　工事内容を記入して下さい。


※２　工事箇所を朱書きで示してください。


※３　工事費内訳書に記載されている工事内容全ての写真を添付して下さい。








